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平成 20 年度 京都府立総合資料館 10 大ニュース 

 

 

１．総合資料館基本構想を策定 

 

総合資料館の果たすべき役割・機能の方向性などを盛り込んだ「総合資料館あり方検討プラ

ン」（平成19年度策定）に示された基本コンセプト及び施設整備の具体化を図るため、平成20

年度に総合資料館基本構想検討委員会を設置し、検討を進めてきました（年７回開催）。 

その結果、①京都に関する資料の収集・保存と積極的活用 ②公文書館機能の充実 ③研究・

学習・教育支援とネットワーク機能の強化 ④北山地域の中での総合資料館 の４つを柱とす

る、持つべき機能の充実・強化及びこれらの機能を十分に発揮できる施設の規模と体制につい

て、とりまとめを行い公表しました。 

 

 

２．総合資料館・府立大学・植物園包括協定を締結 

 

 京都市左京区の北山・下鴨地域で発展してきた歴史を踏まえ、京都府立大学、京都府立植物

園、京都府立総合資料館の３機関が、相互の人的、物的、知的資源を交流・活用し、緊密に連

携を図りながら、それぞれが行う事業と特色を充実・発展させるとともに、地域や社会に一層

の貢献を行うことを目的に包括協定を締結しました。 

平成21年３月27日に行われた調印式には、松谷植物園長、竹葉府立大学長、井口総合資料館

長が出席し、協定内容を確認の上、署名・押印しました。 

 

 

３．総合資料館・京都府立大学共同研究成果を公表 

 

平成14年度から行っている府立大学との共同研究については、本年度も時代別研究を継続し

て行うとともに、「近世広域行政機関（京都町奉行所等）文書の研究」をテーマにこれまでの近

世部門の成果を公表しました。この成果は「京都町奉行所関係資料集 一 京都東町奉行所御

番方与力覚帳」として「資料館紀要第37号」（平成21年刊行）に掲載しました。 

 

 

４．古久保家文書（こくぼけもんじょ）が府指定有形文化財に指定 

 

古久保家文書とは、江戸時代、代々上京下西陣組の町代を勤めた古久保家に伝わった古文書

です。町代は江戸幕府の京都町奉行所と京都市中の町との間の諸事務を勤めました。御触留、

町代の公事番所勤番日記等があります。平成21年３月24日、府指定有形文化財（古文書）に指

定されました。甲266点昭和48年寄贈、乙43点平成11年寄贈。また、府立大学との共同研究にお

いても、近世広域行政機関（京都町奉行所等）文書の研究をテーマに、同大学大学院講座「地

域史研究」において対象資料（町代日記）の解読文を作成しました。 

 



５．報道機関を通じた情報発信と展覧会の開催 

 

平成19年３月から20年３月にかけて、京都新聞に「古典籍をあじわう－総合資料館の書庫か

ら－」と「雑学京都史」を連載しました。「古典籍へようこそ－総合資料館の書庫から－」は府

立大学との共同の取り組みです。 

新聞連載と連動して、それぞれ「古典グルメ・書物グルメのための名品展－京都府立総合資

料館で古典籍をあじわう－」及び「京都歴史こぼれ話－京都新聞連載コラム『雑学京都史』よ

り－」として展覧会を開催しました。「古典籍をあじわう」は平成20年５月10日から５月25日ま

での開催で入場者数は1,068人、「京都歴史こぼれ話」は平成20年７月19日から８月24日までの

開催で入場者数は1,857人でした。また、関連行事として、府民講座「古典グルメ・書物グルメ

のディスカッション」（５月18日、受講者数120人）、「歴史よもやま話－洛北編－」（７月31日、

受講者数98人）を開催しました。 

 

 

 

６．源氏物語千年紀関連講演「源氏物語にみえる王朝文学」、「『源氏物語』の時

代の天神信仰－怨霊から天満大自在天神へ－」開催 

 

世界最古の長編小説であり、王朝文学の最高傑作・源氏物語は、作者の紫式部の日記から、

寛弘５年（1008年）には宮中で評判になっていたことが確認されています。千年紀にあたる本

年（2008年）は、府内各地で「源氏物語千年紀記念式典」（11月１日）をはじめ、様々なシン

ポジウム、フォーラム、展覧会等が開催されました。 

 総合資料館においても、関連講演（府民講座）「源氏物語にみえる王朝文学史」（９月12日、

講師：当館職員）、「『源氏物語』の時代の天神信仰－怨霊から天満大自在天神へ－」（10月

29日、講師：同志社大学文学部 竹居 明男教授）を開催しました。受講者数はそれぞれ65人、

91人でした。 

 

 

 

７．第 23 回東寺百合文書展「南北朝期の群像」及び記念講演「古文書調査の成果

－文字の翻字－」開催 

 

東寺百合文書（とうじひゃくごうもんじょ）とは、東寺（教王護国寺）において創建以来集

積され保管されてきた寺院経営の文書を中心とする文書群の総称です。約２万点に及ぶ日本最

大の中世文書群で、平成９年６月30日に国宝に指定されました。 

東寺百合文書展は本年度で23回を数え、激動する時代、南北朝期に焦点を当てた「南北朝期

の群像」をテーマに9月27日から10月26日まで開催し、この時代に躍動した人々約60人を選び、

関係した古文書から63点を厳選し展示しました。入場者数は1,420人でした。 

また、関連行事として京都女子大学文学部教授の綾村 宏先生を講師としてお招きし、記念講

演（府民講座）「古文書調査の成果－文字の翻字－」を開催しました。受講者数は92人でした。 

 

 

 



８．新公開資料「四百年前社寺建物取調書」と関連講演会 

 

「四百年前社寺建物取調書」とは、内務卿名で明治15(1882)年11月に京都府知事などに達せ

られた調査指令に対する報告をつづったもので、府内各地の社寺72か所から提出された、概要・

建築図面・絵図などから構成されています。「四百年以前」とは応仁の乱（1467～1477）以前

を指すと推定されます。平成19年夏、府民の方から持ち込まれました。 

平成15（2003）年の論文＜註＞のなかでこの資料の存在を指摘しておられた金沢工業大学の

山崎幹泰准教授（建築史）に連絡を差し上げたところ、「明治期の社寺行政、古社寺保存、日

本建築史研究などへ与えた影響を明らかにすることができる、非常に貴重な資料である」との

コメントをいただきました。その後、受入れ等の手続きを経て、当館の所蔵資料として公開し、

平成20年７月末に各新聞に大きく報道されたところです。 

山崎先生には、『新公開資料「四百年前社寺建物取調書」関連講演会』（府民講座）の講師

も務めていただきました。11月７日に開催し、受講者数は129人でした。 

 

＜註＞「松室重光「京都府古社寺建築調査報告」について」 

    （日本建築学会編『日本建築学会計画系論文集』第564号,2003年2月） 

 

 

 

９．「寺子屋講座」好評を博す 

 

 平成21年２月28日から３月29日にかけて「総合資料館収蔵品展」を開催し、和算関係の図書、

新しく公開した行政文書、100年前の学校の風景をテーマとした古写真等の展示を行いました。

入場者数は1,796人でした。 

また、関連事業として「寺子屋講座」（３月７日よみかき編、３月14日・26日そろばん編）を

開催しました。そろばん編では受講者の方に算木（さんぎ）を使った演習問題に挑戦していた

だきましたが、講義終了後も講師に質問をされるなど、皆さん熱心に受講され、好評のうちに

講義を終えることができました。 

 

 

 

10．行政文書アーカイブズをホームページで公開 

 

 総合資料館ではホームページを運営・管理し、新公開資料やレファレンス事例等の紹介の他、

府民講座や展覧会のお知らせ、販売中の刊行物案内、メールマガジンで配信したコラムの掲載、

休館日情報等、様々な情報発信を行っています。 

 本年度は『デジタル展覧会』に「京の鳥瞰図絵師 吉田初三郎」を追加掲載したほか、総合

資料館が所蔵している主な京都府内各市町村史誌類の目次を収録した『京都府内市町村史目次

集』を掲載するとともに、総合資料館が所蔵する行政文書のデジタル画像の一部を『行政文書

アーカイブズ』として掲載しました。この『行政文書アーカイブズ』では、新たに公開した「四

百年前社寺建物取調書」の全 379 ページ（社寺の概要、建築図面、絵画等）も閲覧できます。 
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館蔵資料　利用目的あれこれ（平成20年度）

　　　総合資料館が所蔵する古文書や行政文書等については、年間を通じて実に様々な目的に利用されています。
　　　以下にその一例を紹介します。

昭和27年京都市街図 パネル展示

川々御普請定書（楠葉砲台） 出版物掲載

日露戦争時の京都からの食品献納等の研究

夜久野町史編纂に係る資料確認

満蒙開拓史の研究

明治37、38年戦役神職功績調

福知山藩日記

知事事務引継演説書(昭16、19、20)

軌道、京北鉄道に関する件、京津鉄道に関する
件、京阪電気鉄道等(明36、38～44、大２、４、８
～12、昭３～５)

諸藩邸上地件、旧藩藩邸奉還並売却一件

官有地籍図(天竜寺村、下嵯峨等)

400年前社寺建物取調調書

400年前社寺建物取調調書

谷口家資料

東寺観智院金剛蔵聖教文書等

明治29年達原稿、明治17年人民指令

琵琶湖疏水事務所文書等

地籍図、葛野郡各町村沿革史・郡誌・村誌

下京区地籍図第６組４石屋町全図他

中井家文書(加茂川筋高野川筋水垂迄絵図等)

飲食店営業台帳(S30)、例規(S23)

古久保家文書

祇園内八町文書

下京区地籍図、官有地籍図、寺誌稿等

東寺百合文書　れ函

室町幕府発給文書の研究

維新期御家人動向の研究

大日本古文書編纂

江戸時代祇園町の研究

幕末史蹟の研究

地蔵院文書、九条家文書

元与力同心卒帰農願、士族禄高帳(M4,5)

水辺に展開した遊興空間に関する研究

幕府による寛文期の河川整備の研究

祖母の思い出制作

京都町奉行所の研究

後醍醐天皇の宗教政策の研究

明治初期のたばこ産業の研究

琵琶湖疏水工事施行経緯の研究

西京区ウォーキングマップ作成

「広報ひらかた」平成21年２月号

週刊「歴誌のミステリー」36号

朝日新聞文化面写真グラフ記事「魅知との遭遇」

「知るを楽しむ　歴史に好奇心　あ～極楽の銭湯
史」（ＤＶＤ）
「2009　駿台　センター試験実戦問題集　日本史
Ｂ」

日本の民俗　２　山と川

ＪＲ西日本広報誌「Blue Signal」vol.122

「新説！？日本ミステリー」（ＤＶＤ）

「網野善彦著作集　３」

「石山寺と湖南の仏像」

毎日放送「美の京都遺産」（ＤＶＤ）

成　　果　　物　　等

「その時歴史が動いた「興亡北の黄金大国」～藤
原氏vs源氏奥州百年戦争～」ＶＴＲ

「ＮＨＫ大河ドラマ・ストーリー篤姫　後編」

全集「日本の歴史」第７巻「南北朝・室町時代
走る悪党、蜂起する土民」

「万寶料理秘密箱」

「川々御普請定法書」

東寺百合文書

人のうわさ、大國家文書

閲　覧　等　資　料

「河海記」、「西宮記」

東寺百合文書

禅定寺文書

枚方市広報課

天夢人

朝日新聞大阪本社

「吾妻鏡」、「吉記」

「〔和宮御降嫁關係文書〕」

吉槐記

「小袖模様雛形本集成」

「浮世風呂」、「骨董集」

「立憲民政党本部」、「労働農民党公認候補徳田
求一」ポスター

黒川翠山撮影写真資料

ＮＨＫ京都放送局

駿台文庫(株)

(株)吉川弘文館

(株)アド・ポポロ

テレビ東京

岩波書店

大津市歴史博物館

(株)ＭＢＳ企画

ＮＨＫ大阪放送局

日本放送出版協会

利　用　者

(株)小学館

京都府立図書館
風流源氏物語（帚木）、絵入源氏物語（紅葉賀、
若菜　下、橋姫）

展覧会展示

京都府土木建築部 広報課撮影写真 ホームページ掲載

滋賀県立安土城考古博
物館

「大仏惣指図（中井家旧蔵絵図）」、「時慶卿
記」、「梵舜記」

特別展「天下人を祀る・神になった信長・秀吉・
家康」展示

（大学、個人等）

京阪電気鉄道社史執筆

藩邸の処分及び跡地利用の研究

嵯峨の景観の変容過程の研究

明治期の京都盆地の植生景観の研究

ベンガラ塗装の研究

近世法制史の研究
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１ 概  要 

 

＜ 平成20年度業務の概要 ＞ 

 

 府立総合資料館は、京都に関する歴史、文化、産業、生活等の諸資料を総合的に収集し、これを整

理・保存して、閲覧に供し、又は展示する等により、府民の調査研究等の利用に供することを目的と

して、昭和38(1963)年に設置されました。 

 

 平成20年度の資料収集については、各方面の御協力により12,479冊(点)を受け入れ、館蔵資料の 総

数は587,313冊(点)となりました。 

 館の利用については、図書閲覧室50,360人、文書閲覧室2,743人、学習室27,908人の合わせて81,011

人の利用がありました。また、館蔵資料の特別撮影・利用は244件、複写は13,613件、館外貸与は14

件で、図書資料の相談件数は13,872件でした。 

 図書館間相互貸借については、府内の公共図書館等との間で貸出し93冊、借受け29冊、国立国会図

書館からは２冊を借り受け、閲覧サービスを行いました。 

 

 展覧会は、秋に「第23回東寺百合文書展－南北朝期の群像－」を、20年３月から４月にかけて企 画

展「地域をむすぶ－京都府の交通史－」を開催したほか、夏には京都新聞連載コラムと連動した特別

展「京都歴史こぼれ話」を、21年２月から３月にかけては館蔵資料を紹介する「収蔵品展」を行い、

入場者数は延べ6,672人でした。 

 講座は、14年度に開始した「総合資料館府民講座」を年間７回開催し、738人の受講がありました。

また、第６回「古文書解読講座」を開催し、247人の受講がありました。古文書相談は14件の相談を受

けました。 

 

 編集刊行した出版物は、「資料館紀要」第36号、展覧会図録「第23回東寺百合文書展－南北朝期の群

像－」などでした。 

 

 外部機関と連携した様々な活動も行いました。14年度から行っている府立大学文学部史学科との 

共同研究については、本年度も時代別研究を継続して行うとともに、「近世広域行政機関(京都町奉行

所等)文書の研究」をテーマにこれまでの近世部門の成果を公表することとしました。また、府内各地

域の資料の保存と活用について理解を深めるため、地域資料保存・活用担当者会議を開催しました。 

 前年度に引き続き、館蔵する古典籍について、府立大学文学部教員及び当館職員がわかりやすく解

説する「古典籍へようこそ－総合資料館の書庫から－」を京都新聞に連載しました。 

 さらに、京都市左京区の北山・下鴨の地で発展してきた歴史を踏まえ、京都府立大学、京都府立植

物園、京都府立総合資料館の３機関が、相互の人的、物的、知的資源を交流・活用し、緊密に連携を

図りながら、それぞれが行う事業と特色を充実・発展させるとともに、地域や社会に一層の貢献を行

うことを目的に包括協定を締結しました。 

 

 また、19年度に総合資料館の果たすべき役割・機能の方向性などを盛り込んだ「総合資料館あり方

検討プラン」を策定しましたが、本年度は同プランの基本コンセプト具体化に向けた「総合資料館基

本構想」を策定しました。 
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利 用 者 等 の 状 況 

 

 

館 蔵 資 料 の 収 集 ・ 所 蔵 状 況 
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寄 託 資 料 の 収 集 ・ 所 蔵 状 況 

 

 

２ 総合資料館基本構想の策定（再掲） 

 

 平成19年度に策定した「総合資料館あり方検討プラン」において示された新しい総合資料館の基本

コンセプト「京都に関する資料を収集・保存・提供する拠点」の具体化を図るとともに、新たな施設

の整備に向けて、「総合資料館基本構想」を策定しました。 

 主な検討内容は、以下のとおりです。 

○ 持つべき機能の充実・強化 

① 京都に関する資料の収集・保存と積極的活用 

② 公文書館機能の充実 

③ 研究・学習・教育支援とネットワーク機能の充実 

④ 北山地域の中の総合資料館 

○ 施設整備 

  機能を十分に発揮できる施設の規模と体制 

 

３ 京都府立大学、府立植物園との連携に関する包括協定の締結（再掲） 

 

 北山・下鴨の地で発展してきた府立大学、府立植物園、総合資料館の３機関が、相互の人的、物的、

知的資源を交流・活用し、緊密に連携を図りながら、各機関が行う事業と特色を充実・発展させると

ともに、地域や社会に一層の貢献を行うことを目的に「連携に関する包括協定」を平成21年3月27日に

締結しました。 

 今後は、総合資料館に所蔵する貴重な資料についての共同研究の推進、府立大学への講師派遣等の

学生教育への支援などに努めるとともに、21年度には、本協定締結記念事業として３機関を中心に、

北山地域の歴史を振り返りながら、府民の皆さんとともにその未来を展望するため、展覧会や講演会

などの共同事業を展開する予定です。 
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４ 資料の収集・整理・保存 

（１）図書資料 

 当館では、京都に関する資料等を総合的に収集・整理・保存していますが、資料の種類と内容は次

のとおりです。 

 ア 図書資料(文献課) 

   図書、逐次刊行物、パンフレット等の印刷物(写本、原稿、書簡、写真、マイクロフィルム等を

含む。)及びこれに準ずる資料 

イ 文書資料(歴史資料課) 

   古文書(古代・中世文書、近世・近代文書)、行政文書、写真資料、近代文学資料及びこれに準

ずる資料 

ウ 管理委託現物資料(財団法人京都文化財団に委託) 

   美術工芸資料、歴史民俗資料等の現物資料 

 

ア 図書 

  本年度に収集した資料冊数は、次のとおりです 

 
※取得：京都府等の作成資料等 

  そのうちの主な資料は、以下のとおりです。 
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- 6 - 
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□ 吉田文庫 

 この文庫は、京都大学名誉教授・元京都府京都文化博物館長・故吉田光邦博士(大正10年生、平成

３年没)が蒐集された総合的なコレクションです。平成３年度に御遺族の吉田茂博氏から寄贈を受け

ました。その後も、吉田文庫に関係のある個人・団体から引き続き送付いただいています。 
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イ 雑誌・新聞等 

   京都関係、日本の歴史、美術工芸、伝統的芸能、官庁関係等の雑誌類及び新聞類を次のとおり 

収集し、所蔵しています。 

 

 

 

(2) 文書資料 

ア 古文書     

(ｱ) 収集 

   本年度、収集した古文書は、次のとおりです。 
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文書複製資料の収集・所蔵状況 

 
 

(ｲ)整理・保存 

ａ 古文書の整理 

     本年度、整理した古文書は、次のとおりです。 

     ＜古文書(原本)等＞ 

 

 

ｂ 古文書の燻蒸 

 ８月19日(火)～９月３日(水)、宮本家文書・乙について炭酸ガス燻蒸を行いました。 

 

イ 行政文書 

(ｱ) 収集  

     「京都府文書の保管、保存等に関する規程」第15条により永年保存文書の移管を、また、 

同規程第14条により有期限保存文書の引渡しを受けています。 

     本年度、移管及び引渡を受けた行政文書は次のとおりです。 

 

また、これ以外に4点の資料を受け入れ、合計5,837冊の資料を収集しました。 
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(ｲ)整理 

   ａ 京都府庁文書の整理 

      京都府庁文書(永年)については、簿冊目録及び件名簿を作成しています。簿冊目録は、明

治元年から昭和30年までは冊子目録、昭和31年以降はカード目録、昭和55年度以降は冊子目

録を行政組織別に編成しています。 

     また京都府庁文書(有期)について、事業内容などで資料群にまとめ、群ごとに冊子目録を

作成・公開しました。  

 本年度、作成した目録は、次のとおりです。 

 

 

   ｂ  その他文書の整理  

  京都府庁文書以外に下記の資料を整理公開しました。 
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ｃ 複製資料の作成 

    利用の多い資料、酸性劣化している資料、制限情報が多く含まれている資料を中心に、原本

資料の代替物として約4,000枚の紙焼き写真による複製資料を作成しました。 

 

 

(ｳ) 保存     

 ａ 資料の保護 

     新しく受領または整理公開した文書の内、いたみの激しい文書や酸性劣化のおそれのある

文書を、中性紙の封筒及び専用保存箱に収納するなどの処置を施しました。 

   ｂ 文書の移動 

     周山保健所庁舎の行政文書文書庫に、平成21年1月20日、122箱の行政文書を移動しました。 

 

 

(3)管理委託現物資料  

 京都府京都文化博物館を運営する財団法人京都文化財団に業務委託して収集した美術工芸資料は 

58点で、明細は次のとおりです。 
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５ 調   査 

（１）古 文 書 

 本年度、調査した文書は次のとおりです。 

 

 

（２）行 政 文 書 

 京都府文書の保管・保存等に関する規程に基づき、各課(室)から総務調整課に引き継がれた文書の

内、保存年数が経過した有期限保存文書(昭和62年度完結20年保存、平成9年度完結10年保存等)2,305

冊から368冊を選別しました。 

 また規程の改正に伴い、各課共用書庫に保管された平成14年度完結5年保存文書等約645箱分の文書、

平成19年度の本庁の執務室改善に伴い、各課(室)で保管していた文書の内、保存年数が経過して廃棄

対象となった有期限保存文書約65箱分の文書を選別しました。 

 さらに、本庁各課から廃棄する際に直接連絡のあった文書についても選別を行いました。 

 併せて、文書の引渡目録等を作成しました。 

 今年度の調査選別の状況は、次表のとおりです。 

 



- 14 - 
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６ 閲   覧 

（１）図 書 資 料 

ア 図書閲覧室 

   京都に関する専門的な調査研究のための閲覧室で290席あります。開架図書約５万冊を自由に利

用できるほか、書庫内の図書資料は閲覧請求のうえ利用できます。 

    本年度の利用者数は50,360人(１日平均159人)、書庫出納冊数は64,814冊でした。 

 

イ 学習室 

    自習室で140席あります。本年度の利用者数は27,908人(１日平均88人)でした。 

 

閲 覧 室 の 利 用 状 況 等 

 

ウ 図書資料の相談 

  所蔵資料の有効な利用を図るため、資料の利用案内や調査・研究の支援等の相談業務を行って

います。図書閲覧室のカウンターでの相談のほか、電話・文書等による相談にも応じています。 

 本年度の相談状況は、次のとおりです。 

 

（相談の内容別内訳 単位は件） 
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〔 相談事例 〕 

○「京都教育会雑誌」の資料館が所蔵していない号を見たいが、所蔵している館を知りたい。 

 

 『東北大学大学院教育学研究科研究年報』第54集第2号所収の論文「都道府県・旧植民地教育会雑誌

所蔵一覧」によると、同志社大学が31,41～75号(1888～1892年発行)を所蔵している。 

 なお、この論文はウェブ上に公開されている。 

【参考資料】 

「都道府県・旧植民地教育会雑誌 所蔵一覧」 

（http://www.sed.tohoku.ac.jp/library/nenpo/contents/54-2/54-2-24.pdf 2008年5月20日確認） 

 

○「仏頂国師関東紀行」を翻刻したもの、もしくは仏頂国師について書かれた資料はないか。 

 

 『禅学大辞典』によれば、仏頂国師は一絲文守という禅宗の僧侶であり、弟子によって『一絲和尚

行状』、『一絲和尚年譜』等の伝記が書かれている。 

 当館では一絲文守に関する資料としては『丹州大梅開山一絲和尚行状』、『大梅一絲和尚語録』、『大

梅夜話』(いずれも版本か影印本)を所蔵し、『大梅夜話』の解説中に『一絲和尚行状』と『仏頂国師年

譜』の翻刻文が載っている。 

 また、「仏頂国師関東紀行」については『禅宗』345号「仏頂国師語録に漏れたる紀行二篇」中に翻

刻されている。 

【参考資料】 

『禅学大辞典』(188.8-Z3) 

『大梅夜話』(和-188.84-I85) 

『大梅一絲和尚語録』(和-188.84-I85) 

『丹州大梅開山一絲和尚行状』(和-188.82-I85) 

『禅宗』345号 

 

○地名「京都」の由来について知りたい。 

 

 『大漢和辞典』には、「京都」は「天子の都」と記載されており、『京都市の地名』によると、京都

という呼称は元々普通名詞として使用されていたが、平安時代後期から固有名詞となっていったとの

記載があった。 

 また、『京都学の企て』、『京都なるほど事典』によると、元々「京都」は、中国で天子が住む「みや

こ」を意味する普通名詞であり、日本でも同様に用いられたが、長く平安京が「みやこ」であったの

で、平安時代後期から次第に固有名詞として扱われ、鎌倉時代には地名として定着したといわれてい

る。 

【参考資料】 

『大漢和辞典』（E-813.2-MO75） 

『京都市の地名』（K1-291.62-H51） 

『京都大事典』(K0-291.62-Ky6) 

『京都学の企て』(K1-291.62-C42) 

『京都なるほど事典』(K1-291.62-Sh49) 
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○今は廃校となっている京都工学校の住所を知りたい。特に、昭和の初め頃に移転したようなので、

移転前の住所を知りたい。これまでの調査で昭和12年には「京都市中京区二条通千本西入ル4丁目」、

昭和17年は「京都市中京区御前通丸太町下」にあったことはすでに知っている。 

 

 大正4年及び大正13年『京都市学事要覧』では京都工学校の住所は「夷川通川端東入秋築町」、大正

15年『京都市学事要覧』では「御前通旧二條北入」となっており、この間に移転したようであるが、

移転前の秋築町については番地等の具体的な位置は特定できなかった。 

 移転後の京都工学校は、昭和10年、昭和27年の『京都三千分一地図』によれば現在の中京区西ノ京

南両町の北東角に建っていることがわかる。 

 なお、旧二条通とは太子道のことで、「二条通千本西入ル4丁目」、「御前通旧二條北入」、「御前通丸

太町下」は同じ西ノ京南両町を指すと思われる。 

【参考資料】 

『京都市学事要覧 大正4年調査』(MK1-370.59-Ky6) 

『京都市学事要覧 大正13,15年』(MK1-370.59-Ky6) 

『京都三千分一地図  昭和10年修正 聚楽廻』(K-291.62-To72) 

『京都三千分一地図  昭和27年修正 聚楽廻』(K-291.62-To72) 

 

○昭和初期に上京区西堀川通上長者町南西角に芝居小屋があったが、強制疎開で無くなった。その芝

居小屋の名前を知りたい。 

 

 『京都市町名変遷史 ３』にある、昭和20年3月の疎開当時の商店街の地図では該当の土地は「映画

館」と記載されている。 

 『京都文化の中心地上京今昔物語』には「上堀川町には末広座、北には常盤館、中央館等の映画館

もでき」とあるが、具体的な場所は特定できない。 

 『西陣の史跡 思い出の映画館』から、南西角にあった映画館は常盤館といい、元は永楽館という

寄席であったことがわかった。 

【参考資料】 

『京都市町名変遷史 3 聚楽周辺』(K1E-291.62-Ma81-3) 

『京都文化の中心地上京今昔物語』(K111-291.62-Ka37) 

『西陣の史跡 思い出の映画館』(K1-291.62-Ta84) 

 

○「菁々塾(せいせいじゅく)跡」という石碑が高倉錦小路上ルの所にあるが、この塾について詳しく

知りたい。 

 

 菁々塾は、小学校開設を唱えた寺子屋経営者、西谷淇水の私塾である。『京都府教育史』、『日彰百年

誌』によると、菁々塾はその後「菁々堂」、「私立菁々校」と名前を変えて私立学校として存続してい

ることがわかった。 

 大正15年『京都市学事要覧』の学校一覧には私立菁々校が載っているが、昭和3年『京都市学事要覧』

には載っていないことから、昭和元年～昭和3年の間に廃校になったと思われる。 

【参考資料】 

『京都府教育史 上』(K0-372.16-Ky5-1) 
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『日彰百年誌』(K13-376.2-N87) 

『京都市学事要覧 大正13,15年』(MK1-370.59-Ky6) 

『京都市学事要覧 昭和3年度』(MK1-370.59-Ky6) 

 

○伏見桃山に昔あった、小字名「関山」は今のどの地名に当たるのか知りたい。 

 

 『伏見桃山の文化史』から「関山」は旧堀内村の小字名だとわかった。また、『城下町伏見町名の由

来と秘話  続』の89ページに「昔木幡関跡は当町の小字関山といい」と記述があり、現在は伏見区桃

山安芸山町の一部となっていることがわかる。 

【参考資料】 

『伏見桃山の文化史』(K17-291.62-Ka86) 

『城下町伏見町名の由来と秘話  続』(K17-291.62-Y86-2) 

 

○昭和30年以前に京都で寿司屋が営業するに当たり、客が米を持参したといわれていることについて

知りたい。 

 

 『すしと五十年』によれば、昭和24年1月28日付で京都でも委託加工業として寿司屋の営業が認可さ

れた。同書には当時の加工賃も記載されていた。 

 また、京都府公報で告示･規則等を探すと、第2238号(昭和23年12月14日)に「京都府主要食糧賃加工

取締規則(京都府規則第99号)」が、第2249号(昭和24年1月28日)に「すしの委託加工料金統制額(京都

府告示第49号)」が載っていた。 

【参考資料】 

『すしと五十年』(K-596.2-A62) 

「京都府公報」 第2238号 

「京都府公報」 第2249号 

 

○『宗旦伝授聞書』という資料を読みたい。 

 

 『角川茶道大事典』の「宗旦伝授聞書」の項には大正10年に田中仙樵が出版したと記述がある。更

に同書「田中仙樵」の項より、仙樵の著作物の大部分は、『三徳庵 田中仙樵全集』に収められている

ことがわかる。 

 また、『末宗広著作集 ２ 茶人の研究』によると、仙樵が大日本茶道学会の講習会テキストとして

「宗旦伝授聞書」を刊行している。 

 他に国立国会図書館の雑誌記事索引には、大日本茶道学会が出版している雑誌『茶道の研究』43巻4

号から46巻3号に「点茶求道「宗旦伝授聞書」」(田中仙翁著)の36回連載があった。 

 京都府立総合資料館には『宗旦伝授聞書』、『三徳庵 田中仙樵全集』、『茶道の研究』のいずれも所

蔵しておらず、所蔵している館を紹介した。 

【参考資料】 

『角川茶道大事典』(791.03-Ka14) 

『末宗広著作集 ２ 茶人の研究』(791.04-Su15-2) 
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○家庭用生ごみ処理機の年毎の生産台数統計を見たい。 

 

 『統計情報インデックス』のキーワード索引には「家庭用生ごみ処理機」は載っていなかった。 

 日本電機工業会のHPの統計データには、「電気製品生産・出荷・在庫」実績の中に家庭用生ごみ処理

機の生産台数があった。 

 データの典拠は経済産業省の「生産動態統計調査」であったので、改めて「生産動態統計調査」で

検索し、『機械統計年報』の「民生用電子機械器具｣の中に統計が載っていることがわかった。 

 また、家庭用ゴミ処理機に関する記述は、年報等では平成9年の統計から取られるようになった。 

【参考資料】 

「社団法人日本電機工業会」（http://www.jema-net.or.jp/ 2009年2月19日確認） 

『機械統計年報 平成19年』(M-530.9-Ke29-'07) 

『機械統計年報 平成９年』(M-530.9-Ts21-'97) 

 

○江戸時代、岩倉にあった寺院で、「三位局法哲院」が建立し、明治の廃仏毀釈の際に廃寺となった

といわれている證光寺の正確な場所が知りたい。 

 

 寺名及び「三位局法哲院」では『京都大事典』、『新修京都叢書』、『新撰京都叢書』に記載がなかっ

た。また、実相院のHPには、「法誓院三位局」が建立し、明治時代に実相院に合併されたことが記載さ

れていた。 

 『京都名家墳墓録』（1922年刊）P.644の「法誓院三位局」の墓地の説明から、證光寺の跡地に岩倉

村精神病院が建てられたことがわかった。 

 岩倉村精神病院の場所は『癒しの里・洛北岩倉』から「実相院の南側に当たる岩倉上蔵町59～60番

地（現在の京都府営岩倉団地の場所）」にあったことがわかり、『京都府愛宕郡岩倉村概誌』からも、

證光寺の跡地が大字岩倉小字上蔵町59番地であることが確認できた。 

 

【参考資料】 

「実相院の歴史について」（http://www.jissoin.com/about/index.html 2009年3月22日確認） 

『京都名家墳墓録 上下巻』(K1-281.02-Te43) 

『癒しの里・洛北岩倉』(K12-216.2-N37) 

『京都府愛宕郡岩倉村概誌』(K12和-291.62-Y31 ) 

 

○２代目京都駅が初代京都駅のあった場所から南側に100メートルほどずれた位置に建てられたのは

なぜか。 

 

 『京都駅物語 駅と鉄道130年のあゆみ』によれば、2代目京都駅は大正大礼に合わせて、着工から1

年ほどで作られた急造駅舎であり、10年後の改築を予定した駅舎であることがわかったが、場所をず

らした理由についての記述はなかった。 

 『京都停車場改良工事紀要』には、駅舎を壊して改築することになると、仮施設の設置などで多額

の費用がかかることから、駅舎を新築することとなったこと、また、駅前の広場が狭いため拡張した

いが、北には既に民家があり、土地の買収費用も多額となること、そのため新しい駅舎は、旧の駅舎

で営業しながら、南に移動させて建築することになったことが述べられている。 
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【参考資料】 

『京都駅物語 駅と鉄道130年のあゆみ』(K1-686.53-A63) 

『京都停車場改良工事紀要』(MK151-516.5-Se17) 

 

エ 資料紹介コーナー 

   特定のテーマに関する図書や雑誌を集めた資料紹介コーナーを図書閲覧室に設け、総合資料館

が所蔵する図書資料を広く紹介しています。 

 

 

 

（２）文 書 資 料 

文書閲覧室は、古文書、行政文書、写真資料及び近代文学資料の閲覧室で、35席あります。閲

覧室に配架してある東寺百合文書写真帳、京都府布令書や写真資料コピーを自由に利用できるほ

か、デジタル画像の閲覧（一部は閲覧申請が必要）ができます。また、書庫内の文書資料は閲覧

申請のうえ利用できます。 

   本年度の利用者数は2,543人（１日平均8.0人）、書庫資料閲覧点数は12,787点（１日平均40.0

点）でした。 

 

 

ア 古文書の閲覧 

（ｱ）古代・中世文書の閲覧 

 館蔵文書は東寺百合文書（原本）が31

人、231点、その他の原本閲覧は禅定寺文

書が１人、９点でした。文書複製資料は

天竜寺文書等、160人、1,170点で、その

他、閲覧室に配架している東寺百合文書

写真帳の利用が55人あり、合計247人、

1,410点の利用がありました。 

 

 

注：平成18年度は５月15日～26日の間、19年度は５月21日～ 

  ６月１日の間、20年度は５月28日～６月13日の間それぞれ 

臨時休館 
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（ｲ）近世・近代文書の閲覧   

 館蔵文書は若杉家文書、中井家文書、古久保家文書、三条衣棚町文書等、721人、3,904点、寄

託文書は谷口家資料、本郷家文書等、55人、354点、文書複製資料は森島国男家文書等、31人、183

点で、合計807人、4,441点の利用がありました。 

 

イ 行政文書の閲覧 

  学術調査研究を目的とする一般の閲覧者は852人で、明治期の文書を中心に昭和20年前後までの文

書等4,941冊の利用がありました。 

  また、府職員等の公務上の閲覧者は326人で、1,932冊の利用があり、閲覧者の合計は1,178人、利

用冊数の合計は6,873冊でした。 

 

ウ 写真資料の閲覧 

  写真資料は閲覧室に配架している写真資料コピーとデジタル画像の利用が併せて45人ありました。 

 

 エ 近代文学資料の閲覧 

  近代文学資料は４人、８点の利用がありました。 

 

（３） 管理委託現物資料 

  京都府京都文化博物館を運営する財団法人京都文化財団に管理委託している美術工芸資料等の現

物資料については、調査研究のため特に必要な場合、特別観覧に供しています。 

  本年度は、合計19件、46点の特別観覧がありましたが、主なものは次のとおりです。 

 

 

 

７ 東寺百合文書の翻刻 

 東寺百合文書をより広く利用してもらうため、翻刻して活字化する史料集の刊行を平成15年度に開

始しました。本年度その第６巻が刊行されましたが、概要は次のとおりです。 

 書 名  「東寺百合文書 六」 

 内 容    ハ函の一部180点・ニ函の一部43点。巻末に花押一覧を収録 

 体 裁    Ａ５判  452頁 

 定 価    9,975円（本体価格 9,500円） 

 編 集    京都府立総合資料館 

 発 行  (株)思文閣出版 

  発行日    平成20年10月1日 
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８ 共同研究 

（１）府立大学との共同研究 

 当館所蔵資料等について、平成14年度（平成13年度は共同の事前調査）から府立大学文学部史学

科との間で共同研究を行っています。本年度は、次のとおり、時代別研究を継続して行うとともに、

これまでの近世部門の成果を公表することにしました。 

 

 

（２）大学学外授業の受け入れ 

  各大学の史料講読などの学外授業に協力し、文献資料、古文書、行政文書等の概要および閲覧制

度、資料の取り扱いなどに説明した後、実際に資料の閲覧をしていただきました。 

 

 

（３）大学への出講 

  歴史資料課職員が、京都府立大学文学部の博物館実習講義(学芸員課程）に出講（通年）しました。 

 

（４）その他 

 歴史資料課職員が、京丹後市史編さん専門部会（近世・近代）の部員として、７回の調査に出席

しました。 

 

９ 地域資料保存・活用担当者会議 

 平成21年1月21日に開催し、24名の参加がありました。内容は、京都府立大学准教授小林啓治の講演、

亀岡市文化資料館長黒川孝宏氏の事例報告等でした。 
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10 図書館実習・インターンシップ 

 司書資格取得を目指す学生を対象とした図書館実習及び将来へ向けての職場体験を目的としたイン

ターンシップを次のとおり受け入れた。 

（１）図書館実習 

   龍谷大学学生  ２名  ８月５日～８日  ４日間 

   同志社大学学生 ２名  ８月19日～22日  ４日間 

   同志社大学学生 ２名  ８月26日～29日  ４日間 

（２）インターンシップ 

   立命館大学学生 ２名  ９月１日～４日、17日、18日  ６日間 

   なお、２月から３月の収蔵品展において、インターンシップの成果発表を行いました。 

 

11 館蔵資料の撮影と複写 

（１）撮影と複写 

 館蔵資料を調査研究、出版等に使用するための特別撮影及び利用は244件、8,614点でした。 

 また、館蔵資料の複写利用は13,613件、335,480枚でした。 

 

特別撮影及び利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複写状況 
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（２） 報道機関を通じた情報発信 

  ア 「古典籍へようこそ－京都府立総合資料館の書庫から－」  

 総合資料館が所蔵する古典籍について、府立大学文学部教員及び資料館職員がわかりやすく解

説する「古典籍へようこそ－京都府立総合資料館の書庫から－」を京都新聞に連載しました。 

   高校生をはじめ広く府民に古典籍の面白さを伝え、生涯学習に生かしてもらうと同時に、京都

の文化の奥深さと歴史の蓄積を紹介することを目的に、総合資料館と府立大学の共同の取り組み

として始めました。毎月第１・第４日曜日の朝刊教育面に、１年間掲載しました。 

 

   本年度掲載分は下記のとおりです。 
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12 資料の貸与 

本年度、展覧会の展示等のため、次のとおり館蔵資料の館外貸与を行いました。 

 

（１）図書資料 

   本年度は、次のとおり、合計８件、26冊の貸与を行いました。 

 

 

（２） 文書資料 

  ア  古文書 

   本年度は、次のとおり、合計４件、23点の貸与を行いました。 
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イ 行政文書 

   本年度は、次のとおり、合計１件、５点の貸与を行いました。 

 
 

ウ 近代文学資料 

  本年度は、次のとおり、合計３件、８点の貸与を行いました。 

 

 

(３)  管理委託現物資料 

 京都府京都文化博物館を運営する財団法人京都文化財団に管理委託している美術工芸資料等の現物

資料については、合計30件96点の貸与を行いました。 

 主な貸与先等は次のとおりです。 
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13 図書館間相互貸出 

（１） 府内公共図書館等 

  平成４年７月に開始した府内の公共図書館等との図書の相互貸借については、本年度、26館、93冊

の貸出し、９館、29冊の借受けを行いました。明細は次のとおりです。 

 

相 互 貸 借 利 用 状 況 
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（２） 国立国会図書館 

 昭和61年７月から国立国会図書館所蔵図書の借受け・閲覧サービスを行っていますが、本年度の借

受利用は、２件、２冊でした。 

 

 

14 展示（展覧会の開催） 

 本年度、当館展示室において、次の４つの展覧会を開催し、入場者数は延べ6,672人でした。 
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15 講 座 等 
 

（１）総合資料館府民講座 

  当館では、平成14年度から総合資料館友の会との共催で、外部講師や当館職員により、歴史や伝

統文化、館蔵資料紹介等のテーマで「総合資料館府民講座」を開催しています。本年度は第50回か

ら第56回まで７回開催し、受講者数は延べ738人でした。 
 

「 総 合 資 料 館 府 民 講 座 」 の 開 催 状 況 

 

 

（２） 古文書解読講座 

 平成14年度から開始した「古文書解読講座」は、本年度も当館を会場に、初心者コースと一般コー

スをそれぞれ２回開催しました。受講者は247人、15日間の延べ人数は782人でした。 

「第７回古文書解読講座」の開催状況 
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（３） 古文書相談 

    古文書相談は、第189回から第190回まで２回開催しました。その他、比較的軽易なものや相談者

の意向により随時郵送により回答したもの等、相談件数の合計は14件でした。 

 

（４） その他 

  府立嵯峨野高校アカデミックラボ「歴史講座」、峯山藩フォーラム（京丹後市）、府立丹後郷土資

料館古文書講座に出講しました。 

 

16 編集・刊行 

   本年度に編集・刊行した刊行物は、次のとおりです。 

    ①「資料館紀要」第36号 Ａ５判 271頁 

   ・東寺百合文書関係論文目録                       歴史資料課 

    ・近世石清水八幡宮の石高 －新史料「八幡宮筆記」を中心に－ 

                         八幡市立ふるさと学習館  竹中 友里代 

   ・近世「徳川領国」における山城国の構造 

    －京都府域関係古文書のアレンジメントの前提として④－  歴史資料課  山田 洋一 

   ・≪資料紹介≫資料館蔵和算書について             文献課  藤原 直幸 

    ② 展覧会図録「第23回東寺百合文書展 南北朝期の群像」 Ｂ５判 83頁 

  ③「東寺百合文書 ６（ハ函・ニ函の一部、計223点）」（総合資料館編） Ａ５判 452頁 

   ④「総合資料館だより」No.155～No.158 

       No.155（平20．４．１） ８頁 

     ・桜花爛漫の嵐山            ・文献課の窓から「旧分類の図書 続編」 

     ・歴史資料課の窓から「黒川翠山撮影写真資料の新知見」 

         ・新公開資料「京都府地籍関連資料」 

       ・最近の収集資料から         ・平成20年度事業予定  

         ・展覧会のお知らせ、友の会事務局から 他 

        No.156（平20．７．１） ８頁 

      ・京の夏 

         ・文献課の窓から「平野保三郎の『京都新名勝誌』」と『花洛探勝誌』」 

          ・歴史資料課の窓から「山城の触の回達ルート 方内、郡切」 

  ・最近の収集資料から        ・特別展「京都歴史こぼれ話」 

        ・古文書解読講座のご案内     ・展覧会のお知らせ、友の会事務局から 他 
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    No.157（平20．10．１）  ８頁 

     ・足利尊氏、天下静謐の祈祷を東寺に命じる 

          ・第23回東寺百合文書展       ・文献課の窓から「国勢調査の歴史」 

      ・歴史資料課の窓から「京都府と山羊、犬にライオンと象」 

         ・最近の収集資料から        ・府民講座のお知らせ、友の会事務局から 他 

    No.158（平21．１．１） ８頁 

     ・正月の行事食－歯固の儀－    ・平成21年知事年頭あいさつ 

     ・文献課の窓から「100年前の1000円－旧分類の図書続々編－」 

         ・歴史資料課の窓から「東寺門前の風景（４）」 

          ・「総合資料館収蔵品展」       ・「東寺百合文書」第６巻を刊行 

     ・最近の収集資料から         ・府民講座のお知らせ 、友の会事務局から 他 

 

 

17 ホームページ 

  平成14年７月19日に開設した当館のホームページでは、休館日・所在地等の利用案内、講座・展

覧会等の各種行事案内、館蔵資料の概要等を紹介しています。平成16年４月１日からは、デジタル

データベース「京都北山アーカイブズ」のサンプル版も公開しています。 

  平成19年４月10日には、所蔵資料をホームページ上において展覧会形式で紹介する「デジタル展

覧会」を新設しましたが、今年度も同様の形式で「京の鳥瞰図絵師 吉田初三郎」を作成し、ホー

ムページで公開しました。 

  また、資料館が所蔵している主な京都府内各市町村史誌類の目次を収録した『京都府内市町村史

目次集』を掲載するとともに、総合資料館が所蔵する行政文書のデジタル画像の一部を『行政文書

アーカイブズ』として掲載しました。この『行政文書アーカイブズ』では、新たに公開した「四百

年前社寺建物取調書」の全379ページ（社寺の概要、建築図面、絵画等）も閲覧できます。 

 な お、平成18年10月５日に創刊した「総合資料館メールマガジン」は、隔週水曜日に発行してい

ます。配信状況は下記のとおりです。 

 

メールマガジン配信状況 
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18 総合資料館友の会の活動 

当館の事業に協賛する者によって、友の会が 組織されており、本年度の会員数は314人でした。

主な活動内容は以下のとおりです。 

①現地講座 

5月8日（木）に「京都文化博物館」において実施し、127人の参加がありました。 

 ②見学会 

   10月30日（木）及び11月１日（金）に伊賀市の「伊賀焼伝統産業会館」、「長谷園」、「上野公園 

（芭蕉翁記念館、伊賀流忍者博物館ほか）」、「だんじり会館」において実施し、122人の参加があ

りました。 

   また、見学会に先立ち、その地の歴史の一端に触れる機会として、福井健二氏（伊賀文化産業

協会専務理事）を講師に迎え、「事前講演会」を10月21日（火）に開催し、68人の参加がありまし

た。 

 ③総合資料館府民講座 

   館と共催で、歴史や伝統文化、館蔵資料紹介等をテーマとした「総合資料館府民講座」を7回開

催しました。 

 ④展覧会の列品解説 

   特別展「京都歴史こぼれ話－京都新聞連載コラム『雑学京都史』より－」の列品解説を8月6日

（水）に実施し、18人の参加があり、第23回東寺百合文書展「南北朝期の群像」の列品解説を10

月9日（木）に実施し、21人の参加がありました。 

 ⑤「第７回古文書解読講座」の案内とテキスト送料の補助 

   館主催の「古文書解読講座」の開催通知を会員に送付するとともに、テキスト送料200円を補助

しました。 

 ⑥「総合資料館だより」の発行・配付 

   館と共同でN0.155からN0.158を発行するとともに、会員に送付しました。 

 

 

19 施設の状況 

 

    敷 地 面 積    13,911.95㎡ 

  建 物 面 積     4,501.57㎡    延13,743.33㎡ 

  建  設  費    建物及び造園工事費 54,178万円  内部設備費 15,007万円 

  計 69,185万円 

  構     造    鉄筋コンクリート 一部鉄骨 地上４階 地下１階 
 

                            主要室の規模（平成21年３月31日現在） 
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20 組織・業務分担・予算（平成21年４月１日現在） 

（１）組  織 

 
 

 

（２）職員数 
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（３）業務分担 

 ア 庶務課 

１ 公印の保管に関すること。 

２ 規程等の制定改廃に関すること。 

３ 人事、服務、給与及び勤務条件等に関すること。 

４ 広報及び文書事務等に関すること。 

５ 予算、決算及び会計事務に関すること。 

６ 財産の管理、運営及び庁舎の警備に関すること。 

７ 調査・研究機関との連携及び生涯学習事業の企画に関すること。 

８ (財)京都文化財団への業務委託及び総合資料館友の会に関すること。 

９ 他課の所管に属さないこと。 

 イ 文献課 

１ 図書等資料の収集、整理及び保存に関すること。 

２ 図書等資料の閲覧、利用及びレファレンスに関すること。 

３ 図書等資料の普及に関すること。 

４ 図書閲覧室及び書庫の管理運営に関すること。 

５ 関係機関との連絡調整に関すること。 

 ウ 歴史資料課 

１ 古文書、行政文書、写真資料及び近代文学資料の調査、収集、整理及び保存に関するこ 

と。 

２ 古文書、行政文書、写真資料及び近代文学資料の閲覧及び利用に関すること。 

３ 古文書、行政文書、写真資料及び近代文学資料の普及に関すること。 

４ 文書閲覧室及び文書庫の管理運営に関すること。 

５ 関係機関との連絡調整に関すること。 

 

 

（４）予算状況（平成21年度当初予算） 
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21 平成20年度の主な活動 

平成20年 

  ４月３日      企画展「地域を結ぶ－京都府の交通史－」記念講演 

    ４月11日      行政文書周山文書庫へ文書搬入 

  ４月17日      全国歴史資料保存利用機関連絡協議会(以下「全史料協」)近畿部会運営        

委員会（神戸市） 

４月25日      京都府図書館等連絡協議会(以下「京図連協」)総会（京都府立図書館） 

  ４月25日      全史料協近畿部会役員会（神戸市） 

    ４月30日       情報公開・個人情報保護窓口担当者会議（福利厚生センター） 

  ５月８日      総合資料館友の会現地講座（京都文化博物館） 

  ５月10～25日    企画展「古典グルメ・書物グルメのための名品展」 

  ５月18日      企画展関連行事「古典グルメ・書物グルメのディスカッション」 

５月13～21日    保存する目的が失われた文書の選別作業 

５月18日      立命館大学学外授業の受け入れ（行政文書の概要説明） 

    ５月21日       京丹後市市史編さん委員会近世･近代専門部会実地調査（当館） 

  ５月23日       全史料協近畿部会総会及び第95回例会（神戸市） 

６月２日      行政文書（永年保存文書）の移管作業 

６月６日      京図連協広報委員会（京都府立図書館） 

  ６月９日      国際アーカイブズの日記念講演会 

    ６月10日      全国公文書館館長会議（東京都） 

  ６月10日      京都府職員文書主任研修出講 

  ６月13日            京都府職員文書主任研修出講 

  ６月17日            京都府職員文書主任研修出講 

６月17日～18日    醍醐寺聖教調査（醍醐寺） 

６月19日       国立国会図書館長と都道府県立及び政令指定都市立図書館長との懇談会 

          （国立国会図書館東京本館） 

６月20日       全国公共図書館協議会総会（東京都立日比谷図書館） 

６月29日      立命館大学学外授業の受け入れ（行政文書の概要説明） 

    ６月25日       全史料協第１回役員会（神奈川県立公文書館） 

    ６月30日      府立大学文学部古文書演習（当館） 

  ７月        「四百年前社寺建物取調書」を公開 

  ７月１日       近畿公共図書館協議会総会（大阪府立中央図書館） 

  ７月３日       京図連協研修研究委員会（京都府立図書館） 

  ７月19日～８月24日 特別展「京都歴史こぼれ話－京都新聞連載コラム『雑学京都史』より－」 

  ７月31日      特別展「京都歴史こぼれ話」記念講演 

  ７月25日      行政文書周山文書庫保存状況の確認 

  ８月19日       全史料協近畿部会第96回例会（滋賀県） 

８月21日      島根大学学外授業の受け入れ（行政文書の概要説明） 

８月５日～８月29日 龍谷大学・同志社大学図書館学実習生受入（６名） 

８月22日      著作権セミナー（京都府総合教育センター） 

８月26日      有期限保存文書選別作業 
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８月27日       第189回古文書相談 

９月１日～４日、17日・18日 

立命館大学インターンシップ学生受入（２名） 

    ９月１日～18日   第７回古文書解読講座募集受付 

  ９月３日      第17回京都図書館大会（同志社大学） 

  ９月10日      全史料協第２回役員会（神戸市） 

  ９月11日          京図連協広報委員会（京都府立図書館） 

  ９月12日      源氏物語千年紀関連講演１ －源氏物語にみえる王朝文学史－ 

９月16日        嵯峨野高校アカデミックラボ「歴史講座」来館見学 

    ９月17日            国立国会図書館データベースフォーラム（国立国会図書館関西館） 

  ９月19日      全国図書館大会（兵庫県） 

    ９月20日       全史料協近畿部会第97回例会（尼崎市） 

    ９月27日～10月26日 第23回東寺百合文書展「南北朝期の群像」 

  10月14日      第23回東寺百合文書展 記念講演「古文書調査の成果－文字の翻字－」 

  10月６日～10日   漢籍担当職員講習会（初級）（京都大学人文科学研究所） 

  10月９日         レファレンス協同データベース参加館フォーラム（国立国会図書館関西館） 

  10月13日         京図連協平成20年度実務研修会（中部研修）（京都市右京中央図書館） 

  10月17日      京図連協実務研修（北部研修）（みやづ歴史の館） 

10月21日      嵯峨野高校アカデミックラボ「歴史講座」出張講座(京都市） 

10月22日      デービット・グレイシー教授（米国テキサス大学）、安藤正人教授（学        

習院大学）来館 

10月23～31日    有期限保存文書選別作業 

10月24日      全国大学博物館学講座協議会西日本部会出講 

10月29日      源氏物語千年紀関連講演２ －『源氏物語』の時代の天神信仰－ 

10月30日・11月１日 総合資料館友の会見学会（三重県上野市） 

   11月４日       第７回古文書解読講座 初心者Ａコース 

  11月５日      京丹後市史編さん委員会近世・近代専門部会実地調査（当館） 

  11月５日      京丹後市史編さん委員会の資料（行政文書）特別閲覧 

  11月５日      仏教大学学外授業の受け入れ（行政文書の概要説明） 

    11月５日～７日    第７回古文書解読講座 初心者Ａコース 

  11月７日      新公開資料「四百年前社寺建物取調書」関連講演会 

    11月８日      京都造形芸術大学見学来館 

  11月10日～14日   漢籍担当職員講習会（中級）（京都大学人文科学研究所） 

    11月11日       第７回古文書解読講座 初心者Ｂコース 

    11月12日～14日   全史料協全国大会･総会･研修会（奈良市） 

    11月12・13日    全史料協全国大会･研修会 出講・コメント 

  11月13日        京図連協研修研究委員会（京都市右京中央図書館） 

  11月13日～14日    第７回古文書解読講座 初心者Ｂコース 

11月14日      天草アーカイブズの当館見学 

    11月17日～22日    平成20年度アーカイブズ・カレッジ短期コース受講（彦根市） 

   11月18日～21日   第７回古文書解読講座 一般Ｃコース 



- 40 - 

   11月20日      平成20年度アーカイブズ・カレッジ短期コース出講（彦根市） 

    11月25日～28日   第７回古文書解読講座 一般Ｄコース 

    12月２日       第190回古文書相談 

12月５日      京丹後市史編さん委員会近世・近代専門部会実地調査（豊岡市） 

   12月12日       全史料協近畿部会運営委員会（神戸市） 

12月16日       ジョグジャガルタ特別区職員見学（当館） 

12月19日～21日   京丹後市史編さん委員会近世・近代専門部会実地調査（京丹後市） 

   12月20日       全史料協近畿部会第98回例会（神戸市） 

 平成21年 

  １月８日         京図連協広報委員会（京都府立図書館） 

  １月15日～16日   全国公共図書館サービス部門研究集会・近畿公共図書館協議会研究集会 

            （奈良県立図書情報館） 

  １月16日       京都府立大学学外授業の受け入れ（行政文書の概要説明） 

１月17日      峰山藩フォーラム出講（京丹後市） 

１月20日      行政文書周山文書庫保存状況確認 

  １月21日      市町村地域資料保存･活用担当者会議（当館） 

１月23日      京都府立大学学外授業の受け入れ（行政文書の概要説明） 

   １月27～29日    公文書館実務担当者研究会議（国立公文書館）  

  ２月３日       府立大学文学部古文書演習（当館） 

  ２月３日            中央大学社会科学研究所プロジェクト「公文書の保存利用に関する共同        

研究」（代表：檜山法学部教授）研究メンバー来館 

  ２月３日～６日      図書館地区別研修（ルビノ堀川） 

  ２月６日       全史料協近畿部会第99回例会（徳島市） 

  ２月10日      全史料協近畿部会運営委員会（大阪市） 

  ２月20日      第５回レファレンス協同データベース事業フォーラム（国立国会図書館関

西館） 

２月25日～26日    全史料協役員会（前橋市） 

  ２月27日       近畿府県公文書館等実務担当者研究会（大津市） 

２月28日      丹後郷土資料館古文書講座出講（宮津市） 

２月28日～３月29日 総合資料館収蔵品展 

３月５日      平成20年度レファレンス研修（国立国会図書館関西館） 

   ３月５日～６日   京丹後市市史編さん委員会近世･近代専門部会実地調査（当館） 

  ３月７日      収蔵品展関連行事「寺子屋講座」よみかき編 

３月13日      全史料協近畿部会第100回例会（当館） 

３月14日      収蔵品展関連行事「寺子屋講座」そろばん編 

３月19日      第16回総合目録ネットワーク参加館フォーラム（国立国会図書館関西館） 

３月26日      収蔵品展関連行事「寺子屋講座」そろばん編 

 

 

 

 



（参考資料） 

 

館蔵資料の国宝等指定一覧（平成 20 年３月 31 日現在） 

№ 種  別 資 料 名 点数等 概           要 

１ 

 

 

 

 

 

国 宝 

(平９.6.30 

      指定) 

 

 

 

東寺百合文書 

 

 

 

 

 

18,642点

 

 

 

 

 

 京都市南区の東寺（教王護国寺）に伝えられた文

書で、奈良時代から江戸時代初期に至る約900年間の

文書群です。 

 内容は宗教活動、寺院経済、荘園経営など中世史

研究等の基本資料で、昭和42年、文化財保護を目的

に京都府が購入しました。 

２ 

 

 

重要文化財 

(昭56.6.9  

     指定) 

東寺観智院伝来

文書典籍類 

 

    57点

 

 

 東寺の院家である観智院の金剛蔵に伝わった中世

資料で、東寺百合文書同様、貴重な学術資料です。

なお、本典籍類は同文書と同時に購入しました。 

３ 

 

 

 

重要文化財 

(平14.6.26 

      指定) 

 

京都府行政文書 

 

 

 

15,407点

 

 

 

 京都府が行政を行うために管理保存してきた京都

府の公文書のうち、京都府立庁前年の慶応３(1867)

年から昭和21年度までの文書で、近代の政治、歴史

、文化を知り得る貴重な資料です。 

４ 

 

 

 

重要文化財 

(平15.5.29 

      指定) 

 

革嶋家文書 

 

 

 

2,459通

 

 

 

 京都市西京区川島の革嶋家に伝来した文書で、昭

和49年、故革嶋廉三郎氏から寄贈されたものです。

鎌倉時代から大正年間の約800年に及ぶ文書群で、革

嶋家の歴史を物語るものです。   

５ 

 

重要文化財 

(昭43.4.25 

      指定) 

 

池 大雅 

「柳下童子図 

屏風」 

 

   １点 

 

  江戸時代の画家で、日本の文人画の大成者・池大

雅が描いた屏風絵です。平成７年、財団法人池大雅

美術館（佐々木もと子館長）から京都府に寄贈され

た73件、85点に及ぶ大雅の絵画、書跡、関係資料の

うちの１点です。 

６

  

 

 

 

府指定有形 

文化財 

(昭59.4.14 

    指定) 

 

袈裟襷文銅鐸 

 

 

 

 

 ４口 

 

 

 

 

 昭和38年に、京都市右京区梅ヶ畑の宅地造成工事

現場から発見された銅鐸で、昭和42年に京都府の所

蔵になりました。型式の古さ、「入れ子」の状態で

の発見、同笵鐸の存在など、学術的価値の高いもの

です。 

７

  

 

 

 

府指定有形 

文化財 

(平20.3.24 

    指定) 

 

古久保家文書 

 

 

 

 

 266点 

 

 

 

 

 寛文８(1668)年以来、代々上京下西陣組の町代を

勤めた古久保家に伝わった古文書です。町代は江戸

幕府の京都町奉行所と京都市中の町との間の諸事務

を勤めました。御触留、町代の公事番所勤番日記等

があります。 
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